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１. はじめに
　日本の伝統的な音楽の分類に関して、対象とする曲
の音高や音価、音程等がすべて確定したものとして、
五線記譜上で分類することは問題があるが、ここでは
「領域説」又は「骸骨論」と呼ばれている柴田南雄氏
の理論 １）を採用し、彼自身が分類が可能である ２）と
している日本の伝統的な音楽のうち、わらべうたの分
類を五線記譜を前提とした上で試みる。周知のように、
わらべうたは日本の伝統的な音楽の一つとして存在す
ると同時に、現代にも生きた日本語の歌唱表現の一つ
の見本である。音楽科の授業でも、問答やロンドなど
の即興的な活動に盛り込まれていることも多い。しか
し、その展開の方法に関しては、漠然と音の数を増す
ようなやり方で行われることが多く、そこに理論的な
根拠は特にない。
　そこで、わらべうたを分類し、どんなタイプにどの
ような偏りがあるかを統計的に明らかにし、そうした
活動をする際の何らかの根拠と方法をそこから導き出
したいと考える。

２. 方法
２-１）研究の概略
　わらべうたを分類し、その分類したタイプの使用頻
度を参考にしながら、原則的に音数を増やす方向に即
興の学習過程を構成し図示する。合わせて、歌、リコ
ーダー、オルフ楽器の即興の学習モデルもそこから考

察し、導き出すことにする。

２-２）分類の仕方
１）分類に使用する音階の理論について
　近年、東川清一氏をはじめ、日本音楽の音階研究
は一見進歩したように見えるが、それらは、基本的に
小泉文夫氏のテトラコルド論をはじめとした一連の研
究とその理論に対する発展か反証であるといえるだろ
う。その意味で今でも小泉文夫氏の理論は日本音楽
の音階研究のベース的な存在である。そこで、評価が
定着していると考えられるその小泉理論の上に立っ
て、上でも述べたように、その理論を発展させた「領
域説」又は「骸骨論」と呼ばれている柴田南雄氏の理 

論 １）を採用し、分類を試みることとする。
　採用の理由は、「領域説」の図形が一目でその分類
ができるわかりやすさを持つ点と、それ以上にその
図形が、音の進行を示す「流れ図 ３）」の機能があり、
本論の目的の一つである即興の演奏がやり易く、図形
楽譜として十分使用可能な形態を持っている点であ
る。

２）分類の方針
　小泉文夫氏の音階の研究では使用音の数によって
２音から順次、音数を増やして大枠を決め、さらに
その構成音の音程によって細分化することで分類を進
めている ４）が、今回は、柴田理論の核音と隣接音に
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よってできる「領域」の数によって先ず分類し、その後、
使用音の数で細分化する形をとることとする。これは
柴田理論が「領域」を基礎に構築されているためであ
る。基本的には小泉氏が指摘した例を柴田理論に当て
はめることを原則とするが、柴田理論の特徴である音
の進行方向も重要な視点とする。また、分類の細分化
にあたっては実際のわらべうたが示す音構造から同列
に予想されるもの（例としては、上方隣接音から下方
隣接音への音進行が実例としてあるなら、逆の下方隣
接音から上方隣接音への進行するものも予想するとい
うこと）をも分類に加えることにする。それは、わら
べうた全体が持つ音構造の境界がどこにあるかを、よ
り正確につかみたいと考えるからである。

３）対象とするわらべうたの資料
　対象とするわらべうた資料は、全国一般の人向け
普及目的のわらべうた集（資料１５））、研究者向けの
地方のわらべうた集（資料２６））、特定地域の特別な
わらべうたの論文に取り上げられたもの（資料３７））
の３種の資料より五線譜による楽譜資料をサンプル
として採用した。対象曲数は 215曲である。

３. 結果と考察
３-１）分類の結果 
　分類したタイプは【図１】【図２】に示した。また、
各タイプの頻度数とその全体に占める割合は、分類し
たタイプの全体に占める個々の割合とグループの割合
も含め、【表１】に示した。【表２】には各タイプの
代表曲も記した。（参照）

３-２）分類の結果と即興の学習過程
　分類した９つの項目と、その各々から導かれる即
興の学習過程を示す。（【図３】参照）

１）一領域のもの 

　核音１音のみの <αタイプ >（以下「タイプ」と
<>を省略する。）は、今回のサンプルにはないが、物
売りの声にはよくある。２音はβ－１の上方隣接音

（以下「上方音」とする。）の例はなく、すべてβつま
り下方隣接音（以下「下方音」とする。）の例である。
つまり、２音の即興では終止音及び開始音つまり核
音が上にある形である。従ってβ－１はそれほど不
自然ではないが取り上げずに３音に進むべきだろう。
３音は隣接音同士の進行がないγが１例、上方音か
ら下方音への進行を含むγ－１が５例、下方音から
上方音への進行も含むγ－２が１例ある。しかし、
隣接音同士の進行が相互に起こるγ－３の例はなく、
また、上方音と核音との音程が狭いγ－４は一領域
のものにはない。学習過程では基本的なγの後にγ－
１を中心にγ－２も含めて扱うのが適当である。し
かし、この後者の２つの混合γ－３の存在はないが、
４音の B－３の上の領域では例があるので、学習者
はこの表現を自然に取ってしまう可能性はあるだろ
う。

２）二領域で領域内は核音一つのもの
　３音で上の領域の下方音を１つを含む Aは 94例
あり、サンプルの約 44%である。４音で上の領域の
上方音も含む Bとともにわらべうたのスタンダード
といえるだろう。Bは上の領域の核音を通らない上
方音から下方音への音進行も含む B－１と、その逆
B－２、そしてその両方の B－３と合わせて 47例の
約 22%である。同じく４音の CⅠは Bの下の領域
の核音から上の領域の上方音つまり５度の跳躍進行
を付加したものだが、CⅠと CⅠ－２は例がなく、C

Ⅰ－１も「あんたがたどこさ」の異形の歌い方とし
ての１例であり、CⅠ－３のみである。つまり、こ
の５度跳躍は上の領域の隣接音同士の進行とともに
存在している。CⅡは CⅠの逆、つまり上の領域の
上方音から下の核音への５度下降の進行だが、謡曲
に見られる８）この例はわらべうたでは存在しない。D

は Aの下の領域に下方音を置いたもので４例実在
し、また、その下方音から上の核音への５度進行の
ある例 D－１も１例ある。Aからここまでで全体の
約 70%だが、学習過程では、３音の Aを中心にすえ、
上の領域の上方音を加えた４音の B、そして上方と



－13－

下方音の進行を含む B－２、B－１、B－３と進むこ
とが考えられる。その後「あんたがたどこさ」などを
例にする B－３から CⅠ－３へ、B－１から CⅠ－
１へ、その一方で Bに下の領域の下方音を加える D、
D－１と進む学習過程がこの統計から浮かんでくる。
　Aの上の領域に上方音と、下の領域に下方音を加え
たのが５音の Eであり、２例ある。上の領域の隣接
音同士の音進行により Bと同様、E－１、E－２、E－
３の形がある。順に２、３、１例を持つ。同じく５
音の EⅠは CⅠの下の領域に下方音を付加したもの
であり、上の領域の隣接音同士の音進行により EⅠ
－１、EⅠ－２、EⅠ－３の形がある。EⅠ－３に
３例と EⅠ－１に１例があり、CⅠとほとんど同じ
分布を示しているのは興味深い。下の領域の核音から
の５度跳躍進行がある場合は、上の領域の下方音か
ら上方音への進行は上方から下方への進行を前提とし
て存在しており、単独の例はないようである。EⅡは
CⅡの下の領域に下方音を付加したものだが、CⅡと
同様にここでもその存在がないようで、上の領域の上
方隣接音から下の領域の核音に向けての５度下行進
行はここでも存在を否定されている。E－Ⅲは下の領
域の下方音から上の領域の核音への５度跳躍進行を
含むもので、上の領域の隣接音同士の音進行により E

Ⅲ－１、EⅢ－２、EⅢ－３の形が考えられるが、E

－Ⅲと EⅢ－１に１つずつ例がある。E－Ⅳは下の
領域の下方音から上の領域の下方音への４度跳躍進
行を含むために、核音の確定が難しいが、上例と同様
に EⅣ－１、EⅣ－２、EⅣ－３の形が考えられ、E

Ⅳと EⅣ－２に１つずつ例がある。さらに下の領域
の上方と下方に隣接音を持つ４音の Fと F－１及び
５音の Gと G－１が想定できるが、その例はない。
学習過程では、下の領域の下方音を１音加えること
で、B は E、B－２ は E－２、B－１ は E－１、B－
３は E－３、また、CⅠ－１は EⅠ－１、CⅠ－３
は EⅠ－３と発展することができる。さらに用例は
少ないが、下の領域の下方音から上の領域の核音への
５度進行を加えることで Eは E－Ⅲ、E－１は EⅢ
－１と発展でき、また、下の領域の下方音から上の

領域の下方音への４度進行を加えれば、同じく Eは
EⅣ、E－２は EⅣ－２へと発展することができる。

３） 二領域で領域内の核音がディスジャンクトの関係
の２音のもの

　Hは EⅣや EⅣ－２の下方音同士が相互に４度進
行することを想定して新たな核音となる可能性を想定
したがその例はないようである。４音のⅠは上の領
域の上の核音とその上方音の音程は狭いもので１例
ある。Ⅰ－１はⅠの下の領域に狭い上方音を足した
ものだが例はない。学習過程ではγ－４→Ⅰ→Ⅰ－
１→ J－３というような発展が考えられるが、例が
あるのはⅠのみである。

４） 三領域でどこか１つがディスジャンクトの関係
の核音２音のもの

　J、J－１、J－２は中の領域にディスジャンクト関
係の核音２つを持つものだが、Jは１例、J－２は
３例ある。J－１のような中の領域に下方音をもつ例
はないようである。J－３は上方音が狭い例として想
定されたが例はない。J－４は下の領域をディスジャ
ンクトと考えたが、下の核音を下方音と考えれば、下
の「５）３つの核音すべてがコンジャンクトとも考
えられ、例は１つある。学習過程では D→ H→ J－
２→ Jというような発展が考えられる。

５） 三領域で３つの核音の関係がすべてコンジャン
クトのもの

　K、K－１、K－２、K－３、K Ⅰ－１は中の領域
にコンジャンクトの核音１つと上方と下方の隣接音
をもつものだが、Kと K－１と KⅠ－１に１つず
つ例がある。学習場面では B→ K→ K－１→ KⅠ－
１というような学習の流れが想定できるだろう。

６）三領域だが核音は２つのもの 

　Lは Aに上の領域の下方音が付加されたもので１
例ある。Mは Lに下の領域の下方音が付加されたも
ので同じく１例ある。学習過程では、A→ L→Mと
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いう発展が考えられる。

７）移旋を含むもの
　移旋－１はβからMまでの核音と隣接音が移旋後
にディスジャンクトの２つの核音となるもので２例
ある。学習場面では、この例による B→移旋→ F－１、
B－１→移旋→ F－１が考えられる。移旋－２は移
旋－１の逆の進行であるが、３例ある。学習過程では、
この３例から、J－３→移旋→ D、J－３→移旋→ E、
Ⅰ－１→移旋→ Aが浮かぶ。同様に移旋－３、混合、
重混合でも【図３】に示した方向に移旋が可能であり、
学習過程に使うことができる。移旋は基本的なタイプ
を学習しながら、一緒に楽しむことも可能であろう。

８）旋律を借用するもの 

　ここは柴田理論から離れるが、替歌、替歌－四七抜
き、全借用の３つを設定した。替歌－四七抜きには
２例がある。即興を学習する場面では替歌はふさわ
しくないが、四七抜きの歌唱共通教材「とんび」等の
学習では替歌遊びも可能である。

９）旋律の借用と移旋の双方を含むもの 

　ここは上の７）と８）を合わせたもので替歌－移
旋、四七抜き－移旋、四七抜き－重移旋、基本－替歌
－四七抜きの４つを設定した。後者の２つには１
つずつ例がある。
　学習過程では、四七抜き－重移旋の例などを使うこ
とができるが、四七抜きや長調等まで含めた移旋を駆
使した楽器による高度な即興も可能である。

３-３）即興の学習過程の系統図
　以上の９つの項目をまとめ、【図３】に骸骨図に
よる即興等の「わらべうた学習プロセス系統試案」を、
また、右下に移旋タイプの実例が示す「移旋の方向」
を提示する。

４. 即興の音数の増やし方に関する学習モデル
　この結果より、歌、リコーダー、オルフ楽器等の場

合の学習モデルを提案する。

４-１） 歌の即興の音数の増やし方に関する学習モデ
ル

　歌による即興は、分類したタイプの中の使用頻度の
高いものが、言葉の抑揚に対応しやすく、児童・生徒
の音感にも合う可能性が高いと考えられる。【表１】
を使って、３%以上の使用頻度のタイプをあげれば、
Aタイプ（ラソミ）→ 44%弱、全 Bタイプ（シラソ
ミ）→ 22%弱、βタイプ（ラソ）→８%強、全 Eタ
イプ（シラソミレ）→８%弱、全γタイプ（シラソ）
→３%強である。この統計を得る前では、１音のα
タイプ→核音を上に持つ２音のβタイプ→３音のγ
タイプ→４音の Bタイプ→５音の Eタイプと、ラ
ソの後はシを増やす方法が予想されたが、Aタイプの
非常に高い頻度数とγタイプの低い頻度数から見る
と、βタイプの後は、むしろこの Aタイプを選び、B

タイプから Eタイプに進む方が児童・生徒の音感に
合う可能性が高いと考えられる。以下にその学習モデ
ルを示す。
　<①αタイプ（１音、ラ）→②βタイプ（２音、ラソ）
→③ Aタイプ（３音、ラソミ） →④全 Bタイプ（４音、
シラソミ）→⑤全 Eタイプ（５音、シラソミレ）>

ラとミは核音。つまり、ラからソと増やした次はミ、
そしてシ、最後にレという順で５音に至る。
　Bと Eタイプは、上方と下方隣接音（ソとシ）の進
行によって、さらに３タイプが付加され細分化する
が、頻度を考慮して考えると、【図３】の通り、以下
のようになる。
<Bタイプの細分化　① Bタイプ→② B－２タイプ
　　　 →③ B－１タイプ→④ B－３タイプ >

<Eタイプの細分化　① Eタイプ→② E－２タイプ
　　　 →③ E－１タイプ→④ E－３タイプ >

　つまり、Bと Eタイプに、ソからシの進行、シから
ソの進行、シとソの相互の進行を順に加えるのである
が、これらを加えるとやや難易度は高くなる。
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４-２） リコーダーの音数の増やし方に関する学習モ
デル

　ここでは、ソプラノ・リコーダーを前提に考えるが、
楽器の演奏にあっては演奏技術の難易度が、音感とと
もに問題となる。リコーダーにあってはクロス・フィ
ンガリングやサミングのない音からある音への進行、
音の出にくい最低音などは、初歩の段階では避けるべ
きであるが、【図３】に示したような１音のαタイ
プをラの音から開始すると、５音までのタイプはこ
の問題をすべてクリアーした形で即興をすることがで
きる。【図３】はそのままでリコーダーの即興の学習
モデルとして使うことができる。大きな矢印の方向に
進むことで難易度が増すという学習過程を組むことが
できるが、以下の４点を踏まえれば、この骸骨図を
そのまま演奏のための図形楽譜として利用し、即興す
ることができる。

①  ◎の音は中心音で、しばしば使うが、通常は始め
と終わりの音をこの音にする。

②  ○の音は隣接音で、普通に使うが、終わりに使う
と終わった感じがしない音である。

③  線や二重線で結ばれた音は、交互に音の進行をす
ることができる。交互通行。

④  →はその矢印の方向だけに音が進行できる。一方
通行。（両方にあれば交互通行）

４-３） オルフ楽器の音数の増やし方に関する学習モ
デル

　ここでいうオルフ楽器とは、オルフの木琴や鉄琴、
メタロフォーンだけでなく、トーンチャイムやアンク
ルンや箏等まで含む、要するに必要とする音だけを選
んで演奏のできる楽器である。もちろん、これらも、
基本的に【図３】を使い、リコーダーと同様に即興
の過程を組むことができる。リコーダーの場合に比べ、
すべての骸骨図を比較的容易に演奏でき、「移旋の方
向」の図による、移旋を含む即興の演奏も可能と考え
られる。

４-４）アンサンブルとしての学習モデル
　上で述べた歌や楽器を様々な組合せでアンサンブル
することが考えられるが、ここでも、【図３】を使っ
て同様な即興の学習過程を組むことができる。βタイ
プのラソの２音を使って、歌とソプラノ・リコーダ
ーとバス・メタロフォーンで即興の演奏をするという
ような簡単な例でも、少なからぬ可能性をそこに見い
だすことができる。さらに音数を増やし、瞬時の即興
とともに、推敲も加えて行くことでより豊かな音楽も
期待できるだろう。

５. おわりに
　わらべうたを分類し、その使用頻度を統計的につ
かむことで、わらべうたによる即興をする際の音数の
増やし方に関する学習過程の一試案を示すことができ
た。サンプルが真にわらべうた全体を表すものである
かという問題は残るが、少なくともここに扱った資料
からは以上のようなことが推察できるのである。
　また、この分類と統計は、わらべうたや日本の音楽
を素材とした創作を中心とした活動に限らず、音楽科
の授業の様々な場面で、教材や題材の作成に利用がで
きると考えられる。
　今後の課題としては、この学習過程を、実践を通じ
てその有効性を確認することである。

註（引用文献）

１）「領域説」については概略を【図４】に示すが、詳しく
は次の文献を参照されたい。

　　柴田南雄『音楽の骸骨のはなし』 音楽之友社 

 1978年 pp.28－44　　 

２）柴田南雄『音楽の骸骨のはなし』 音楽之友社 

 1978年 pp.92 L.11
３）「流れ図」を使った代表的な作品として以下の作品がある。
　　高橋悠治『マナンガリ ~女性合唱のための教訓』
 全音楽譜出版 1973年　pp.１－８
４）音階の研究の説明の一部として、実質的にわらべうたの
分類を次の箇所で行っている。

　　小泉文夫『日本伝統音楽の研究Ⅰ』 音楽之友社
 1952年 pp.107－114
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５）谷本文子『わらべうた遊び』 日東書院 

 1977年（真木枝里子 採譜）
　　前半には遊び方が図解され、巻末に楽譜が示されている。
41曲すべて採用している。

６）酒井正保『群馬のわらべうた』音楽之友社 

 1971年（酒井正保　採譜）
　　著者が現地で録音した上で採譜している。
　　全 156曲すべて採用している。
７）伊野義博「新潟県のしみわたり歌」
 新潟大学紀要 2000年（伊野義博他　採譜）
　　この資料の A－b、A－e、C－r、D２－nは音高不定であ
り、採用分は 18曲。

８）宝生流では弱吟のマワシで４度下げる場合に、先に１
度上に上げる。「吟ずる」と言う装飾的な謡い方の一つ
だが、初心者に対する稽古では行わないことが多い。
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表 1　各タイプの頻度数とその全体に占める割合（百分率）
 資料等 音数 資料 1 資料 2 資料 3 計％ 小計①％ 小計②％ 総計タイプ
α タ イ プ 1 0 0 0 0 0 0 0

25 11.6

215

β タ イ プ 2 ◎ 0 18 0 18 8.4 18 8.4β －1 タ イ プ 2 0 0 0 0 0
γ タ イ プ 3 ○ 1 0 0 1 0.5

7 3.3
γ －1 タ イ プ 3 ○ 0 5 0 5 2.3
γ －2 タ イ プ 3 ○ 0 1 0 1 0.5
γ －3 タ イ プ 3 0 0 0 0 0
γ －4 タ イ プ 3 0 0 0 0 0
a タ イ プ 2 0 0 0 0 0 0 0 94 43.7A タ イ プ 3 ◎ 10 82 2 94 43.7 94 43.7
B タ イ プ 4 ◎ 5 9 4 18 8.4

47 21.9

51 23.7

B －1 タ イ プ 4 ◎ 1 9 0 10 4.6
B －2 タ イ プ 4 ◎ 3 5 4 12 5.6
B －3 タ イ プ 4 ◎ 5 0 2 7 3.3
C Ⅰ タ イ プ 4 0 0 0 0 0

4 1.9C Ⅰ －1 タ イ プ 4 ○ 1 0 0 1 0.5
C Ⅰ －2 タ イ プ 4 0 0 0 0 0
C Ⅰ －3 タ イ プ 4 ○ 2 0 1 3 1.4
C Ⅱ タ イ プ 4 0 0 0 0 0

0 0C Ⅱ －1 タ イ プ 4 0 0 0 0 0
C Ⅱ －2 タ イ プ 4 0 0 0 0 0
C Ⅱ －3 タ イ プ 4 0 0 0 0 0
D タ イ プ 4 ○ 3 0 1 4 1.9 5 2.3 5 2.3D －1 タ イ プ 4 ○ 0 1 0 1 0.5
E タ イ プ 5 ○ 0 2 0 2 0.9

8 3.7

17 7.9

E －1 タ イ プ 5 ○ 0 2 0 2 0.9
E －2 タ イ プ 5 ○ 0 3 0 3 1.4
E －3 タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
E Ⅰ タ イ プ 5 0 0 0 0 0

5 2.3E Ⅰ －1 タ イ プ 5 ○ 0 0 1 1 0.5
E Ⅰ －2 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅰ －3 タ イ プ 5 ○ 0 1 3 4 1.9
E Ⅱ タ イ プ 5 0 0 0 0 0

0 0E Ⅱ －1 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅱ －2 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅱ －3 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅲ タ イ プ 5 ○ 1 0 0 1 0.5

2 0.9E Ⅲ －1 タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
E Ⅲ －2 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅲ －3 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅳ タ イ プ 5 ○ 1 0 0 1 0.5

2 0.9E Ⅳ －1 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅳ －2 タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
E Ⅳ －3 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
F タ イ プ 4 0 0 0 0 0 0 0

0（5） 0（2.3）F Ⅰ タ イ プ 4 ○ 0（4）＊ 0 0 0 0
G タ イ プ 5 0 0 0 0 0 0 0G －1 タ イ プ 5 ○ 0（1）＊ 0 0 0 0
Ｈ タ イ プ 4 0 0 0 0 0 0 0

1 0.5I タ イ プ 4 ○ 1 0 0 1 0.5 1 0.5I －1 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
J タ イ プ 8 ○ 1 0 0 1 0.5

5 2.3 5 2.3
J －1 タ イ プ 6 0 0 0 0 0
J －2 タ イ プ 6 ○ 0 3 0 3 1.4
J －3 タ イ プ 6 0 0 0 0 0
J －4 タ イ プ 6 ○ 0 1 0 1 0.5
K タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5

3 1.4 3 1.4
K －1 タ イ プ 5 ○ 1 0 0 1 0.5
K －2 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
K －3 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
K Ⅰ －1 タ イ プ 6 ○ 1 0 0 1 0.5
L タ イ プ 4 ○ 0 1 0 1 0.5 2 0.9 2 0.9M タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
移 旋 －1 タ イ プ ○ 2 0 0 2 0.9

8 3.7

12 5.6

移 旋 －2 タ イ プ ○ 3 0 0 3 1.4
移 旋 －3 タ イ プ ○ 2 0 0 2 0.9
混 合 タ イ プ 0 0 0 0 0
重 混 合 タ イ プ ○ 1 0 0 1 0.5
替 歌 タ イ プ 0 0 0 0 0

2 0.9替 歌－ 四 七 抜 き タ イ プ ○ 2 0 0 2 0.9
全 借 用 タ イ プ 0 0 0 0 0
替 歌－ 移 旋 タ イ プ 0 0 0 0 0

2 0.9四七抜きタイプ－移旋タイプ 0 0 0 0 0
四七抜きタイプ－重移旋タイプ ○ 0 1 0 1 0.5
基本－替歌－四七抜きタイプ ○ 1 0 0 1 0.5
＊印の箇所の括弧内の数字は移施タイプの一部として使われている頻度数 
○は存在の確認されたもの。そのうち◎は 3％以上のもの。
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図 1

表 2　分類されたタイプ別の代表曲（ここにあげてないタイプは例がないもの。）
β「七草なずな」。γ「一ちょすい」。γ－1「おじゃみ」。γ－2「おとうと恋しや」。A「タコ入道」。B「一羽のからす」。B－1「いろはにコンペート」。B－2「お
ちゃらかほい」。B－3「おさらい」。C －1「あんたがたどこさ」。C －3「やえもやえも」。D「花いちもんめ」。D－1「あがり目さがり目」。E「てんぷらやのつる
子さん」。E－1「丸書いてちょん」。E－2「いちじくにんじん」。E－3「縦縦横横」。E Ⅰ－1「しんばししょうや」。E  Ⅰ－3「まりやかがりや」。EⅢ 「お寺の和尚
さん」。E Ⅲ－1「おじょうさん」。EⅣ 「竹やぶ子やぶ」。E Ⅳ－2「ぞうりけんじょ」。I「ひのこ」。J「一番はじめは」。J－2「ねんねこねんねこ」。J－4「ねんね
ろねんねろ」。K「うちのこんぺとさん」。K－1「高い山から」。K Ⅰ－1「ひいふうみいよう」。L　「菜つみそうそう」。M「ひとりきな」。移旋－1「開いた開いた」。
移旋－2「今年のぼたん」。移旋－3「ずいずいずっころばし」。重混合「坊さん坊さん」。替歌－四七抜き「山があって谷があって」。四七抜き－重移旋「山があって」。
基本－替歌－四七抜「げんこつ山の狸さん」。
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図 2

図 4
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図
3
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